
第 1回 岳北地域の高校の将来像を考える協議会 （会議録概要） 

 

日時：平成 31年 3月 18日(月)午前 10時 

場所：飯山市役所 4階全員協議会室 

 

 

１ 開 会 

 

２ 自己紹介 

【資料１】名簿に沿って自己紹介 

 

３ 協議会の設置（経過・要綱）について 

【資料２】事務局より説明 

 

４ 会長・副会長の互選 

  会 長 ： 足立 正則 飯山市長 

副会長： 日䑓 正博 木島平村長 

副会長： 伊東 博幸 飯山商工会議所会頭  

 

５ 正副会長あいさつ 

足立会長） 

本日はお忙しい中、お集まりいただきありがとうございます。 

岳北地域の高校の将来像を考える協議会という事で、本日は第一回目となるわけですが、協議会

は、岳北地域の高校の将来の在り方を考える非常に重要な組織でございます。 

高校につきましては、地域の将来に大きな影響を与える教育機関という事で、これまでも生徒減少

の中で高校統合含めて組織が出来、協議を重ね、子供たちのために、地域の将来のためにと検討し

てまいった訳です。この組織もそうした使命があると思うわけでございます。とりわけ、この地域には

飯山高校、下高井農林高校、それぞれあるわけですが、この２校のこれからの在り方について皆さま

から十分ご意見を出していただきまして、地域の将来にとりましても、また、この地域で学ぶ子どもた

ちにとりましても、よい形での方向性を出していきたいと思っております。 

県の高校改革というなかでの岳北地域という位置づけではございますけれども、県の方にもご指

導いただきながらしっかりと連携し、地域の学校、地域の未来を考えてまいりたいと思いますので、よ

ろしくお願いします。 

 

日䑓副会長） 

会長からの挨拶にもありましたが、少子化もあり、こうした高校改革といった状況はやむを得ない

流れかなと思っております。 

そうは言いましても、この地域を担う若者の多様な選択肢を残していくことが、この地域の発展に

繋がっていくのだろうと思っております。それぞれの自治体とすれば、少子化対策や若者の移住定住



といった施策・取組が認められます。そのなかでも高校がどのように存在するかということが、地域全

体にとって大きなウエイトを占めてくると思いますので、将来この地域が発展するための高校の在り

方についてご意見・ご検討をお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

 

伊東副会長） 

高校につきましては、つい最近合併したところで、このような状況になっているとは思ってもいませ

んでした。民間企業の立場から、会長をフォローし、この地域の経済界に与える影響等しっかり考え

てまいりたいと思います。よろしくお願いします。 

 

 

６ 議事 

 (1) 「高校改革 ～夢に挑戦する学び～ 実施方針」について 

  ・県教育委員会事務局から説明 

     

  ・質疑及び意見交換 
 

足立会長） 

それでは今、県教委から説明があったわけですが、ご意見等ございましたらお願いします。 

今までの経過、再編統合の状況説明が 25ページにありましたが、この経過の前に、かつて、   

飯山北高・飯山南高・照岡高校の３高校再編の話がでた時がありました。 

当時は百人委員会という組織を作りまして、侃々諤々
かんかんがくがく

いただきました。 

そのなかで、飯山南校にスキーを中心とした体育科の専科を、特色ある学科として設けようで

はないかという強い意見が産業界の皆さま方から出まして、新しく飯山南高に体育科ができまし

た。今は城南中学校校舎となりましたが、当時は最新の素晴らしい設備の学科ができまして、

日本でトップクラスのスキー選手育成を目標にしていたわけですが、今、統合を経て飯山高校で

は男女ともにインターハイ総合優勝するなど、トップクラスの成績を収める学風というものが発

揮されておりますので、何か一つ目標を持ち、地域の特色を活かした学校をしっかりと考えてい

く事が組織の重要な役割ではないかと思っております。 

生徒数が減っていく中で、どのような学校環境が望ましいのか、子どもたちにとっても先生に 

とっても、この地域にとっても、当然ながら地域の将来産業にとっても高校の在り方というのはイ

ンパクトを持ちますので、そのあたりもふまえていただきまして、ご検討いただき、この会議でま

とめてき、県教委へ繋げたいと思っておりますが、いかがでしょうか。 

特にないようでございますので、次へ進みたいと思います。 

 

   

 (2)今後の推進予定について 
 

【資料 3】説明 

事務局案として６回程度としてはございますが、会議の中で増えていくかと思いますし、どこか

の段階で、地域に対し懇談会等開かなければいけないかなと思っております。ただ１２月末まで

にはこの地域としての考えをまとめ、県へ意見・提案をしていきたいと考えておりますので、よろし

くお願いします。 

 



足立会長） 

骨格は事務局からの提案となりますが、必要に応じて回数が増えることもあるという事です。 

これに対してはご理解いただければと思いますが、ご意見等いかがでしょうか。 

特によろしければ本日の議事については以上でございますが、よろしいでしょうか。 

またぜひ、それぞれのお立場で、この地域の将来も踏まえて高校のあり方を、ご検討いただ

きまして、次回につなげて参りたいと思いますが、よろしくお願いいたします。 

それでは議事の方はこれで終了させていただきます。大変ありがとうございました。 

 
 

７ その他 

  ・次回開催日程について    月   日 （  ）  時～ 
    ５月連休明け、日程調整し通知予定とし終了。 

 

資料 

 【資料１】 岳北地域の高校の将来像を考える協議会員名簿・・・・・・・・・１ 

 【資料２】 岳北地域の高校の将来像を考える協議会設置要綱・・・・・・・・２ 

 【資料３】 岳北地域の高校の将来像を考える協議会の進め方（案）・・・・・ ３ 

 

【別冊資料】1「学びの改革 基本構想」 

2「高校改革～夢に挑戦する学び～実施方針」について 

3「高校改革 ～夢に挑戦する学び～ 実施方針」 

4「旧第 1通学区中学校卒業者数の予測」 


